
 

平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 
 

学 校 名 岐阜県立飛騨高山高等学校 定時制 

実 施 期 間 平成２６年１１月７日（金） 

 

実 施 概 要 

 

岐阜県立飛騨高山高等学校定時制・通信制学校説明会 

本校定時制・通信制の教育内容を保護者や高校、中学校職員に深く理解し

てもらい今後の理解を求めた。 

 実施概要 ①給食試食     ②授業参観  ③学校説明会  ④質疑応答 

 

 

実 施 内 容 
学校・取組の分野 

 □自然    □歴史    □文化    □産業    ✓その他 

公開の方法 

 ✓授業公開  □成果発表  ✓交流活動  □講演会等 
 

 □地域行事等参加  □その他                   

来 校 者 数 
  保 護 者 １５ 人 

計  ６２ 人 
   地域関係者 ４７ 人 

 

実 施 状 況 

 

 保護者、高校教諭、中学校教諭、市教委、特別支援学校等から多くの参加

者があり、定時制の給食試食、公開授業参観のあと、定時制と通信制の現状

と教育内容を教務主任が説明した。 

 参加者には、本校が「学び直しの場」の実現に向けて、何を大切に教育活

動を行っているかを理解していただけたようで、説明会後に実施したアン

ケートからそのことがうかがえた。 

 

 

成果及び課題 

 

（感想１ 中学校教諭） 

 本校卒業生が熱心に学習し、いい表情をしている姿を見ることができてよ

かったです。授業ではわかりやすく説明をしてくださりありがとうございま

した。 

（感想２ 中学校教諭） 

 先生方が親切に指導してくださっていると感じました。本校三年生の適性

を考え定時制通信制の進路指導をしていきたいと思います。 

（感想３ 高校教諭） 

 本校を休学・退学した生徒がお世話になり、高校卒業資格という意味であ

りがたい存在である。定時制通信制の存在は全日制を退学した生徒には、学

ぶ場として必要と言えます。 

（感想４ 市教育委員会） 

 過去の教え子たちの一生懸命学ぶ姿を見て、本当にうれしく思いました。 

昼間働き、夜学ぶのは強い意志がないと難しいことだと思います。支えてく

ださっている先生方に感謝します。 

 

 


